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　　　　　豊橋市長杯サーフィン大会のようす

市制施行110周年記念式典を開催します
神野信郎さんが豊橋市名誉市民になります、松井玲奈さんが豊橋ふるさと大使、豊橋カレーうどん大使に就任！ … ❷❸ ページ
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豊
橋
市
は
明
治
39
年
８
月
１
日
に
全
国
で
62
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
、
今
年
110
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
記
念
日
を
祝
う
た
め
、
表
彰
な
ど
を
行
う
第
一
部
と
、
次
世
代
を
担
う

若
者
が
主
体
の
第
二
部
の
２
部
構
成
で
市
制
施
行
110
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

松井玲奈さんが豊橋ふるさと大使、
豊橋カレーうどん大使に就任！

　
松
井
玲
奈
さ
ん
に
「
豊
橋
ふ
る
さ
と
大
使
」

「
豊
橋
カ
レ
ー
う
ど
ん
大
使
」と
し
て
、
本
市

の
魅
力
や
ご
当
地
グ
ル
メ  

豊
橋
カ
レ
ー
う
ど

ん
の
美
味
し
さ
を
全
国
へ
発
信
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
大
使
委
嘱
式
を
第
二
部
で
行

い
ま
す
。
申
込
方
法
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

松
ま つ い

井 玲
れ な

奈さん
　女優   豊橋市出身

　ＳＫＥ 48 メンバーとして
   活躍し、平成 27 年 8 月卒業。
   現在、女優としてテレビや
　舞台などで活躍中。
　主演舞台「新・幕末純情伝」が
   大きな話題となっています。

市
制
施
行　

周
年

記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す

　※要申し込み
式典第二部

と　
き
　
８
月
１
日
㈪

と
こ
ろ
　
穂
の
国
と
よ
は
し
芸
術
劇
場 「
プ
ラ
ッ
ト
」

　
　
　
　

主
ホ
ー
ル（
西
小
田
原
町
）

観
覧
料　
無
料

式
典
の
よ
う
す
は
110
周
年
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
生
配
信
予
定
で
す
。

〈
内
容
な
ど
〉く
す
の
き
特
別
支
援
学
校
ス
テ
ィ
ー

ル
パ
ン
演
奏
、
豊
橋
南
高
校
応
援
団
演
舞
、
豊

丘
高
校
和
太
鼓
演
奏
、
藤
ノ
花
女
子
高
校
レ
ッ

ド
ペ
ッ
パ
ー
ズ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
豊
橋
東
高
校

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
な
ど

定　
　
員
　
３
５
０
人
程
度（
抽
選
。全
席
指
定
。

　
　
　
　
　

結
果
は
郵
送
で
7
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

全
員
に
通
知
）

申
し
込
み
　

7
月
19
日（
必
着
）ま
で
に
返
信
先

　
　
　
　
　

明
記
の
往
復
は
が
き（
１
枚
2
人

　
　
　
　
　
ま
で
。
2
回
以
上
の
応
募
は
無
効
）

　
　
　
　
　
で
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

　
　
　
　
　

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
参
加

　
　
　
　
　

者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、
車
い
す

　
　
　
　
　
で
観
覧
希
望
の
場
合
は
そ
の
旨
を

　
　
　
　
　

秘
書
課（
〒
440-

８
５
０
１
住
所
不

　
　
　
　
　

要
☎
51
・
２
０
０
５
）

■
そ
の
他
の
催
し

・
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
６
作
品
先
行

　
展
示（
交
流
ス
ク
エ
ア
）

・
偉
人
カ
フ
ェ（
交
流
ス
ク
エ
ア
な
ど
）

・
高
校
生
に
よ
る
展
示（
研
修
室
大
）

特集

■
第
二
部（
午
後
２
時
～
４
時
15
分
）※
申
し
込

　
み
必
要

・
豊
橋
ふ
る
さ
と
大
使
、
豊
橋
カ
レ
ー
う
ど
ん

           

大
使
委い

し
ょ
く嘱

式（
下
記
参
照
）

・     H
ello,W

orld  !     

ツ
ナ
ガ
リ   

ツ
ヅ
ケ
ル    

ジ
セ
ダ
イ

　
高
校
生
た
ち
が
苦
悩
や
葛か

っ
と
う藤

を
乗
り
越
え
、
新

　
た
な
価
値
を
創
造
す
る
大
人
に
な
る
た
め
の
成

　
長
の
過
程
を
舞
台
で
表
現
し
ま
す
。
ま
た
、
絵

　
画
や
写
真
な
ど
の
作
品
展
示
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
記
念
式
典
の
開
催
に
つ
い
て
／
行
政
課（
☎
51
・
２
０
２
7
）、

　
　
　
　
　

          

名
誉
市
民
推
戴
・
ふ
る
さ
と
大
使
委
嘱
に
つ
い
て
／
秘
書
課

　
　
　
　
　

       （
☎
51
・
２
０
０
5
）

■
第
一
部（
午
前
９
時
30
分
～
正
午
）※
申
し
込

　
み
不
要
。
満
席
の
場
合
、
別
室
で
映
像
観
覧

・
名
誉
市
民
推す

い
た
い戴（

左
ペ
ー
ジ
参
照
）　

・
豊
橋
市
表
彰
、
教
育
・
体
育
・
文
化
表
彰（
受

　

賞
者
は
４
・
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

・
感
謝
状
贈
呈

　
各
分
野
で
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
労

　

者
110
人
に
感
謝
状
を
贈
呈

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
合
唱
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
マ
ー
チ
ン
グ

　
バ
ン
ド

１１０
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特集　市制施行110周年 記念式典を開催します

■
名
誉
市
民
に
つ
い
て

　
名
誉
市
民
と
は
、本
市
の
市
政
、産
業
、学
術
、

文
化
な
ど
の
進
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
方
に
贈

ら
れ
る
称
号
で
す
。
こ
れ
ま
で
10
人
の
方
が
名

誉
市
民
に
な
ら
れ
て
お
り
、
神
野
さ
ん
は
26
年

ぶ
り
11
人
目
の
名
誉
市
民
と
な
り
ま
す
。
推
戴

式
は
市
制
施
行
110
周
年
記
念
式
典
の
中
で
行
わ

れ
ま
す
。
豊
橋
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
神
野

さ
ん
の
功
績
を
紹
介
し
ま
す
。

■
功
績

　
豊
橋
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
会
頭
、
相
談
役

を
歴
任
し
て
、
永
き
に
わ
た
り
地
域
経
済
界
を

神野信郎さんが
豊橋市名誉市民になります

■
主
な
受
賞
歴

昭
和
59
年　

紺
綬
褒
章

平
成
2
年　

藍
綬
褒
章

平
成
4
年　

愛
知
県
表
彰

平
成
4
年　

国
税
庁
長
官
表
彰

平
成
7
年　

大
蔵
大
臣
表
彰

平
成
11
年　

豊
橋
市
市
勢
功
労
者
表
彰

平
成
14
年　

勲
三
等
旭
日
中
綬
章

平
成
19
年　

中
国
南
通
市
栄
誉
賞

平
成
20
年　

渋
沢
栄
一
賞

平
成
22
年　

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
功
労
勲
章
功
労
十
字
小
綬
章

平
成
23
年　

豊
橋
技
術
科
学
大
学
名
誉
博
士
号　

神
か み の

野 信
の ぶ お

郎さん
　中部ガス㈱ 相談役

　昭和 5 年 8 月 2 日生（85 歳）
　八町通四丁目

式典第一部

■
略
歴

昭
和
43
年　

㈳
日
本
青
年
会
議
所
会
頭

昭
和
50
年　

中
部
瓦
斯
㈱
代
表
取
締
役
社
長

昭
和
54
年　

中
部
経
済
連
合
会
副
会
長(

そ
の
後
同
会
長
代
行
）

昭
和
54
年　

愛
知
県
教
育
委
員
会
委
員
長

昭
和
57
年　

豊
橋
商
工
会
議
所
会
頭

昭
和
57
年　

㈻
藤
ノ
花
学
園
理
事

昭
和
57
年　

（福）
豊
橋
市
福
祉
事
業
会
理
事

昭
和
57
年　

㈻
愛
知
大
学
理
事
・
評
議
員

昭
和
57
年　
三
河
港
振
興
会
会
長　
　
　

昭
和
59
年　

㈳
東
三
河
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

昭
和
59
年　

㈳
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
会
長　
　
　
　
　

昭
和
59
年　

㈶
豊
橋
善
意
銀
行
会
長

昭
和
61
年　

㈳
東
三
河
法
人
会
会
長

昭
和
61
年　

東
三
河
開
発
懇
話
会
会
長

平
成
2
年　

㈱
サ
イ
エ
ン
ス
・
ク
リ
エ
イ
ト
代
表
取
締
役
社
長

平
成
10
年　

国
際
自
動
車
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
研
究
会
会
長　
　
　
　
　
　
　

平
成
11
年　

㈶
豊
橋
市
国
際
交
流
協
会
会
長

平
成
12
年　

豊
橋
日
独
協
会
会
長

平
成
15
年　

全
国
日
独
協
会
連
合
会
副
会
長

平
成
16
年　

国
立
大
学
豊
橋
技
術
科
学
大
学
理
事

リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
文
化
活
動
に

力
を
注
ぎ
、
国
際
交
流
の
進
展
、
教
育
や
福
祉

の
振
興
な
ど
幅
広
い
分
野
に
お
い
て
豊
か
な
知
識

と
経
験
を
い
か
し
、
広
く
こ
の
地
域
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
港
や
道
路
な
ど

の
産
業
基
盤
の
整
備
や
、
産
学
官
連
携
の
諸
事

業
の
推
進
、
中
心
市
街
地
の
再
開
発
、
東
三
河

や
三
遠
南
信
地
域
連
携
の
推
進
な
ど
に
尽
力
す

る
と
と
も
に
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
の
開
学
、

愛
知
万
博
の
誘
致
、
中
部
国
際
空
港
の
建
設
な

ど
大
き
な
事
業
を
成
功
に
導
き
、
広
い
識
見
を

持
っ
て
指
導
力
と
実
行
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

3
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文
化
振
興

　

藤ふ
じ
ま間 

勘か
ん
し
と

志
登 

氏　
（
86
歳
）　
旭
町　
　

	

永
年
に
わ
た
り
伝
統
芸
能
で
あ
る
日
本
舞
踊
藤

間
流「
藤
乃
実
会
」会
主
と
し
て
、
多
く
の
門
下

生
を
輩
出
す
る
と
と
も
に
舞
踊
公
演
を
手
が

け
、
日
本
舞
踊
の
普
及
発
展
と
地
域
文
化
の
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉

　

桂か
つ
ら
が
わ川 

育い
く
こ子 

氏　
（
75
歳
）　
南
栄
町

永
年
に
わ
た
り
豊
橋
市
更
生
保
護
女
性
会
員
と

し
て
、
犯
罪
非
行
予
防
、
矯き

ょ
う
せ
い正
施
設
収
容
者
激

励
な
ど
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
同
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
指
導
的
役
割
を

果
た
し
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生	

　
権ご

ん
だ田 

隆た
か
み実 

氏　
（
67
歳
） 
前
田
町
二
丁
目

永
年
に
わ
た
り
豊
橋
市
医
師
会
役
員
お
よ
び
会

長
と
し
て
、
地
域
医
療
活
動
の
推
進
に
努
め
る

と
と
も
に
、
豊
橋
准
看
護
学
校
校
長
と
し
て
准

看
護
師
の
養
成
に
尽
力
す
る
な
ど
、
保
健
衛
生

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
賞

昭
和
39
年
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
豊
橋
第
1
団
の

団
委
員
に
就
任
以
来
、
豊
橋
地
区
副
委
員
長
お

よ
び
穂
の
国
地
区
顧
問
を
歴
任
す
る
な
ど
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
青
少
年
の
育

成
と
団
体
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
豊
橋
市
立
植
田
小
学
校
の
地
域

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
校
区
の
植
物
の

紹
介
を
は
じ
め
、
観
察
会
の
講
師
を
務
め
る
な

ど
、
学
校
支
援
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
51
年
に
豊
橋
市
立
福
岡
小
学
校
の
学
校
歯

科
医
と
し
て
就
任
以
来
、
う
歯
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
努
め
る
な
ど
、
学
校
に
お
け
る
健

康
管
理
・
保
健
指
導
に
尽
力
し
、
学
校
保
健
活

動
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度 

豊
橋
市
表
彰 

豊
橋
市
教
育
・体
育
・文
化
表
彰
受
賞
者

豊
橋
市
表
彰（
市
勢
功
労
者
）

問
い
合
わ
せ　
秘
書
課（
☎
51
・
２
０
０
６
）

豊
橋
市
教
育
表
彰

問
い
合
わ
せ　
教
育
政
策
課（
☎
51
・
２
８
１
９
）

環
境
保
全	

　
古ふ

る
さ
わ澤 

功こ
う
ぞ
う三 

氏　
（
67
歳
） 

多
米
西
町
二
丁
目

永
年
に
わ
た
り
５ゴ
ミ
ゼ
ロ

３
０
運
動
環
境
協
議
会
役
員

お
よ
び
会
長
と
し
て
、
地
域
の
環
境
美
化
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
環
境
教
育

や
意
識
啓
発
な
ど
を
推
進
し
、
環
境
保
全
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
振
興（
農
業
）

　
加か

と
う藤 

勝か
つ
ひ
さ久 

氏　
（
80
歳
）　
牟
呂
中
村
町

永
年
に
わ
た
り
豊
橋
市
西
部
農
業
協
同
組
合
組
合

長
、
豊
橋
農
業
協
同
組
合
常
務
理
事
と
し
て
農

業
振
興
に
寄
与
し
た
ほ
か
、
牟
呂
用
水
土
地
改

良
区
理
事
長
を
務
め
、
土
地
改
良
事
業
の
推
進

に
尽
力
す
る
な
ど
、
本
市
の
農
業
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

豊
橋
市
表
彰
は
、
市
勢
の
発
展
や
市
民

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績

が
顕
著
な
方
を
市
勢
功
労
者
と
し
て
表

彰
す
る
も
の
で
す
。
豊
橋
市
教
育
・
体

育
・
文
化
表
彰
は
、
教
育
・
体
育
・
文

化
の
各
分
野
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

※
年
齢
は
、
平
成
28
年
8
月
1
日
現
在

白
し ら い

井門
も ん じ

治 氏（89歳）
大手町

太
お お た

田省
しょうぞう

三 氏（84歳）
植田町

白
し ら い

井暉
て る じ

二 氏（78歳）
羽根井本町
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昭
和
38
年
に
長
唄
団
体
「
松
の
実
会
」を
継
承
し
、

永
年
に
わ
た
り
長
唄
、
三し

ゃ
み
せ
ん

味
線
の
普
及
発
展
に
貢

献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
若
い
世
代
の
育
成
に
も
力

を
注
ぎ
、
伝
統
芸
能
継
承
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
奏
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
音
楽
を
中
心
に

数
々
の
演
奏
活
動
を
行
う
ほ
か
、
桜
丘
高
等
学

校
音
楽
科
、
豊
橋
創
造
大
学
短
期
大
学
部
非
常

勤
講
師
と
し
て
指
導
・
育
成
に
尽
力
さ
れ
、
音

楽
文
化
の
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
音
楽
を
通
し
て
生
徒
の
豊
か
な
情
操
を
育
て
、

地
域
の
音
楽
文
化
の
普
及
・
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
お
り
、
平
成
27
年
度
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
中
学
校
合
奏
第
1
部
門
に
お
い
て
文
部

科
学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
時
代
、
箱
根
駅
伝
に
出
場
す
る
な
ど
長
距

離
選
手
と
し
て
活
躍
。
社
会
人
１
年
目
、
平
成

28
年
に
は
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
で
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
二
連
覇
に
、
さ
ら
に
都
道
府
県
対
抗
男
子

駅
伝
で
愛
知
県
チ
ー
ム
の
15
年
ぶ
り
の
優
勝
に

そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
カ
ー
と
し
て
貢
献
す
る
な
ど
、

今
後
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

　
平
成
27
年
12
月
に
ボ
ク
シ
ン
グ
日
本
ス
ー
パ
ー

フ
ェ
ザ
ー
級
王
座
を
獲
得
し
、
平
成
28
年
４
月

に
初
防
衛
す
る
な
ど
、
今
後
一
層
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

文
化
振
興
賞

美
術
教
師
と
し
て
多
く
の
後
進
の
指
導
に
当
た

る
傍か

た
わ

ら
、
日
展
洋
画
部
や
示
現
会
展
、
さ
ら

に
日
本
水
彩
展
を
舞
台
に
活
動
す
る
と
と
も

に
、
永
年
に
わ
た
り
豊
橋
市
民
展
運
営
委
員
会

委
員
を
務
め
る
な
ど
、
洋
画
の
普
及
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
豊
橋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

の
運
営
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
発
展
と
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
通
し

た
地
域
へ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　　

永
年
に
わ
た
り
豊
橋
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
運
営

に
携
わ
る
と
も
に
、
豊
丘
高
等
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
監
督
と
し
て
全
国
大
会
へ
７
回
導
く
な

ど
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
・
発
展
、
次
世
代
の

指
導
者
の
発
掘
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

近
年
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
全
国
大
会
の
常

連
校（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
5
回
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

４
回
の
出
場
）と
な
る
中
で
、
平
成
27
年
度
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
は
初
の
決
勝
進
出
を
果
た
し
準
優
勝

す
る
な
ど
、
今
後
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
9
年
に
豊
橋
市
立
多
米
小
学
校
校
長
に
就

任
以
来
、
豊
橋
市
立
小
中
学
校
長
会
会
長
お
よ

び
三
河
小
中
学
校
長
会
副
会
長
を
歴
任
し
、「
英

語
教
育
・
総
合
的
な
学
習
」を
推
進
す
る
な
ど
、

本
市
の
学
校
教
育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
奨
励
賞

設
立
以
来
、
東
陽
地
区
市
民
館
に
て
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
市
民
参
加
の
音
楽
会

を
１
７
０
回
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
の
教
育
力

向
上
と
音
楽
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

　

豊
橋
市
体
育
表
彰

問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
51
・
２
８
６
５
）

豊橋市立羽
は だ ち ゅ う が っ こ う

田中学校
オーケストラ部

ぶ

（昭和36年創部）

特集　市制施行110周年 記念式典を開催します

豊
橋
市
文
化
表
彰

問
い
合
わ
せ　
文
化
課（
☎
51
・
２
８
７
３
）

東
と う よ う

陽ふれあい音
お ん が く か い

楽会
実
じ っ こ う い い ん か い

行委員会
（平成16年設立）

市
い ち か わ

川誠
よ し ゆ き

行 氏（67歳）
豊川市東上町

戸
と ざ わ

澤豊
ゆたか

 氏（88歳）
三ツ相町

渡
わ た な べ

邉耕
こ う ぞ う

造 氏（73歳）
吉川町

尾
お が わ

川堅
け ん い ち

一 氏（28歳）
東京都墨田区

朝
あ さ く ら

倉勝
か つ じ

治 氏（86歳）
小松原町

金
か な い

井ゆかり 氏（56歳）
東田町

松
まつしま

島庄
しょうせんか

千香 氏（81歳）
井原町

山
や ま も と

本修
しゅうへい

平 氏（25歳）
田原市

学
がっこうほうじんさくらがおかがくえん

校法人桜丘学園 
桜
さくらがおかこうとうがっこう

丘高等学校
バスケットボール部

ぶ

（昭和33年創部）
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ま
ち
な
か
を
花
や
み
な
さ
ん
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ

い
に
し
、
豊
橋
の
市
制
110
周
年
を
お
祝
い
し
ま
す
。

と
き　

7
月
30
日
㈯
～
8
月
1
日
㈪

■
チ
ョ
ウ
に
な
ろ
う
！
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
の
女
神

昨
年
、
豊
橋
駅
東
西
自
由
連
絡
通
路
に
登
場
し
好

評
を
博
し
た
、
自
ら
が
花
と
一
体
と
な
る
シ
ン
ボ

ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
胡こ

ち
ょ
う蝶

蘭ら
ん

の
フ
ラ
ワ
ー
ド
レ
ス
」

の
第
二
弾
が
登
場
。
花
を
ま
と
っ
て
、
あ
な
た
も

変
身
し
ま
せ
ん
か
。　

問
い
合
わ
せ　

農
業
支
援
課（
☎
51
・
２
４
７
６
）

■「
色
と
り
ど
り
」見
つ
け
た
オ
ア
シ
ス

　

巨
大
ひ
ま
わ
り
と
水
空
間

夏
の
植
物
に
よ
る「
巨
大
ひ
ま
わ
り
」が
登
場
。
噴

水
や
水
遊
び
が
で
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
空
間
で
す
。

■
夜
の
ま
ち
な
か
動
物
広
場

　

の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
発　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

動
物
や
恐
竜
た
ち
が
、
豊
橋
駅
の
壁
面
に
映
し
出

さ
れ
、
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
で
行
列
を
な
し
て

練
り
歩
く
ほ
か
、
そ
の
場
で
撮
影
し
た
自
分
の
顔

写
真
が
映
像
の
中
に
登
場
し
ま
す
。

と
き　

期
間
中
の
午
後
8
時
～
10
時　

問
い
合
わ

せ　

動
植
物
公
園（
☎
41
・
２
１
８
６
）

■
思
い
伝
え
る
ま
ち
な
か
花
バ
ト
ン

市
内
の
小
学
生
が
３
か
月
間
、
愛
情
を
込
め
て
育

て
た
ひ
ま
わ
り
を
集
め
て
、
歩
道
に
並
べ
ま
す
。

と
こ
ろ　

駅
前
商
店
街（
広
小
路
通
り
）

■
自
治
連
合
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン

校
区
自
治
会
を
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
い
か
し
た
花か

壇だ
ん

で
、
ま
ち

な
か
を
彩
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

穂
の
国
と
よ
は
し
芸
術
劇
場
「
プ
ラ
ッ

ト
」前
広
場

■
プ
レ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

え
え
じ
ゃ
な
い
か
豊
橋
伝で

ん
ぱ播
隊
Ｄド

ゥ

イ

ー

Ｏ
Ｅ
Ｅ
や
地
元

ダ
ン
サ
ー
な
ど
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

と
き　

７
月
30
日
㈯
午
後
５
時　

と
こ
ろ　

ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

■
打
ち
水
大
作
戦
に
参
加
す
る

　

子
ど
も
ク
リ
ー
ン
隊
を
募
集
し
ま
す

商
店
街
の
清
掃
を
行
い
、
打
ち
水
で
涼
し
さ
を
届

け
る「
子
ど
も
ク
リ
ー
ン
隊
」を
募
集
し
ま
す
。

と
き　

７
月
31
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午　

対
象

ど
な
た
で
も（
見
ま
わ
り
隊
と
し
て
大
人
の
参
加

可
）　

定
員　

50
人（
申
込
順
）　

申
し
込
み　

７
月

30
日
ま
で
に
、
こ
ど
も
未
来
館（
☎
21
・
５
５
２
５
）

【
共
通
事
項
】問
い
合
わ
せ　

明
記
し
て
い
な
い
も

の
は
公
園
緑
地
課（
☎
51
・
２
６
５
０
）

と
き　

8
月
1
日
㈪
午
後
4
時
～
午
前
0
時　

と
こ
ろ　

豊
橋
駅
周
辺
の
参
加
店
舗（
約

１
２
０
店
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）　

内
容　

各
店
自
慢
の
料
理
と
ド
リ
ン
ク
を
楽
し

め
る
食
べ
歩
き
、
飲
み
歩
き
イ
ベ
ン
ト　

参
加

料　

当
日
券
４
千
円
。
前
売
り
券
３
５
０
０

円　

前
売
り
券
の
販
売　

7
月
29
日
ま
で
に

市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
ひ
ろ
ば（
東
館
1
階
）ほ

か　

そ
の
他　

午
後
4
時
か
ら
豊
橋
駅
南
口

駅
前
広
場
で
、
市
制
110
周
年
を
祝
う
乾
杯
セ

レ
モ
ニ
ー
を
実
施　

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
な

か
活
性
課（
☎
55
・
８
１
０
１
）

と
き　

7
月
30
日
㈯
午
後
4
時
～
8
時（
荒

天
中
止
。
こ
ど
も
未
来
館
は
7
月
31
日
㈰
も

実
施
）　

と
こ
ろ　

こ
ど
も
未
来
館
こ
こ
に

こ（
松
葉
町
三
丁
目
）、
広
小
路
二
丁
目（
歩

行
者
天
国
会
場
）、花
園
商
店
街
、と
き
わ
ア
ー

ケ
ー
ド
、
大
豊
商
店
街
・
狭
間
児
童
広
場

内
容　

空
き
店
舗
を
使
っ
た
お
化
け
屋
敷
や

縁
日
イ
ベ
ン
ト　

そ
の
他　

詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照　

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
な
か
活

性
課（
☎
55
・
８
１
０
１
）、
こ
ど
も
未
来
館

（
☎
21
・
５
５
２
５
）

夏
色
Ｍメ

リ

ー

Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ　
ｂブ

ロ

ッ

サ

ム

ｌ
ｏ
ｓ
ｓ
ｏ
ｍ

笑
顔
あ
ふ
れ
る
花
の
ま
ち

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
は
し
ご
ナ
イ
ト

︿
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
﹀

ま
ち
な
か
☆
こ
ど
も
夜
店

市
制
110
周
年
記
念
事
業

豊
橋
駅
南
口
駅
前
広
場

そ
の
他
会
場

豊
橋
駅
東
西
自
由
連
絡
通
路

巨大ひまわりオブジェ（イメージ）

コチョウランの女神（イメージ）
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市
民
提
案
イ
ベ
ン
ト

■市民提案イベント
　※イベント内容・申込方法など詳細はお問い合わせください
　●料参加料などが必要なもの　●申申し込みが必要なもの

イベント名 とき／ところ 問い合わせ

市民劇 ｢ひとすじの糸｣ ワー
クショップ●申

9 月 20 日までの火・木曜日午後 7 時～ 9
時／松山校区市民館ほか

ひとすじの会　宮下
（☎ 090・3852・6930）

豊
とよがわ

川 S
サップ

UP（スタンドアップ
パドルボード）クルージング
体験●料

7 月 30 日㈯・31 日㈰午前 10 時～午後
2 時（随時受け付け）／豊川左岸 牛川
町字城下地先

豊橋 SUP 協会　伊藤
（☎ 090・9915・4755）

せかい雑巾楽会 inとよはし
●料●申

8 月 5 日㈮午前 10 時～午後 3 時／アイプ
ラザ豊橋ほか

NPO まんま　牧野
（☎ 48・1203）

市
民
活
動
グ
ル
ー
プ
や
団
体
・
企
業
な
ど
が
企
画
・

実
施
す
る
110
周
年
記
念
事
業
「
市
民
提
案
イ
ベ
ン
ト
」

を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
今
後
行
わ
れ
る
市
民
提
案

イ
ベ
ン
ト
は
、
随
時
本
紙
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

参加料・受講料を明記していないものは無料、申し込みを明記していないものは不要です。
掲載記事のホームページについては、http://www.city.toyohashi.lg.jp/9045.htmからご覧いただけます。

■イベント
ここにこスマイルタウン
とき：7月23日㈯・24日㈰午前10時～午後4時　対象：小・中学生　内容：遊びを通じて、いろいろな仕事を体験できます
風船太郎のドキドキ！わくわく！ルンルン！バルーンショー
とき：7月26日㈫午前10時30分～11時10分　対象：どなたでも（未就学児は保護者同伴）　内容：バルーンマジックなど
の風船パフォーマンス
こども未来館開館8周年　記念写真撮影会
とき：7月26日㈫午前11時15分　対象：どなたでも（未就学児は保護者同伴）　内容：来館者のみなさんで記念写真を撮影
します。お菓子のプレゼントもあります　定員：300人（先着順）
海フェスタ東三河関連事業　ここにこ芝生シアター　星空映画会
とき：7月31日㈰午後7時10分〜8時50分　内容：「サミーとシェリー　七つの海の大冒険」を上映します
太鼓と芝居のたまっこ座　和太鼓ライブ
とき：8月2日㈫午前10時～11時　対象：小学3年生以下と保護者　内容：太鼓の生演奏を聞いたり、実体験したりして楽しめます
■体験プログラム／子育て講座など
申し込み：7月31日（必着）までに返信先明記の往復はがきで①番号・講座名（1通に1つ）②とき③参加者全員の氏名・学
年（年齢）④代表者の氏名・電話番号を、こども未来館（〒440-0897松葉町三丁目1）。またはホームページ内体験プログ
ラム申し込みフォームから必要事項を入力

紙面では全てのイベント、講座などをお伝えできないため、ここにこでは週 1 回イベント、
講座情報をメールで配信しています。詳細はホームページをご覧ください。

問い合わせ：こども未来館
　　　　 　（☎ 21・5525）

休館日：水曜日※変更の場合あり

体験プログラム／子育て講座など※詳細はホームページをご覧ください。大人のみの参加はできません

体験1　パティシエになろう　チョコレートケーキをつくろう
とき：8月13日㈯　協力：マッターホーン

体験5　油絵画家になろう　季節の花の油絵に挑戦
とき：8月21日㈰　協力：山内伸さん（画家）

体験2　ゲームクリエーターになろう　プログラミングで
　　　　自分だけのゲームづくりに挑戦
とき：8月14日㈰　協力：小嶋秀徳さん（フリーランスプログラマー）

体験6　デパート店員になろう
とき：8月27日㈯・28日㈰（全2回）　協力：㈱ほの国百貨店

体験3　ゲームクリエーターになろう
　　　　夏休みのオリジナルゲームをつくろう
とき：8月14日㈰・21日㈰（全2回）　協力：小嶋秀徳さん

体験7　パンとお菓子をつくろう　ココアパン、甘夏ゼリー
とき：8月27日㈯　協力：HAPPY　BREAD

体験4　手づくりトマトケチャップに挑戦！
とき：8月21日㈰　協力：コーミ㈱

子育て1　親子でクッキング　牛乳・乳製品を食べよう
とき：8月22日㈪　協力：コープあいち管理栄養士

ホームページ
QRコード

ニコリン
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平
成
28
年
度
の
保
険
料
は
、
愛
知
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
平
成
27
年
中
の
所
得
を
基
に
算

定
し
ま
す
。
保
険
料
納
入
通
知
書
は
、
8
月
1
日
㈪

発
送
予
定
で
す
。

■
保
険
料
額
の
決
ま
り
方

保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
全
員
が
等
し
く
負
担
す

る「
均
等
割
額
」と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所

得
割
額
」を
合
計
し
て
、
個
人
単
位
で
計
算
さ
れ
ま

す（
図
1
）。

︿
平
成
28
年
度
か
ら
保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
﹀

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
財
政
運
営
期
間
を

2
年
間
と
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
の
医
療
費
の
財

源
に
充
て
る
た
め
、
保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

（
表
1
）。

■
保
険
料
の
軽
減

次
の
⑴
～
⑶
に
該
当
す
る
方
は
、
保
険
料
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

⑴
所
得
が
低
い
世
帯（
申
請
不
要
）

⑵
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た（
申

請
不
要
）

⑶
そ
の
他
の
減
免（
申
請
必
要
）

　

災
害
や
事
業
の
休
廃
止
な
ど
特
別
な
事
情
に
よ
り

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、
保

険
料
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
被
保
険
者
証
に
同
封
の
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
ご
案
内
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
納
め
方

納
付
方
法
は
、
国
保
年
金
課
か
ら
送
付
す
る
「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知
書
」の
2
ペ
ー
ジ「
納

付
方
法
と
そ
の
内
容
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
で
、

8
月
1
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
8
月
1
日

か
ら
使
用
で
き
る
被
保
険
者
証
を
7
月
末
日
ま
で

に
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
す（
簡
易
書
留
を
受
け

取
る
際
に
は
押
印
ま
た
は
署
名
が
必
要
で
す
）。
な

お
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
被
保
険
者
証
は
、
8
月

以
降
に
国
保
年
金
課
ま
た
は
、
お
近
く
の
窓
口
セ
ン

タ
ー
へ
返
却
す
る
か
、
個
人
情
報
が
読
み
取
れ
な

い
よ
う
裁
断
し
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
は
、「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」（
以
下
、
認
定
証
）

を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
時

の
医
療
費
の
負
担
限
度
額
、
食
事
代
、
居
住
費
が

減
額
さ
れ
ま
す
。
認
定
証
の
発
行
に
は
国
保
年
金

課
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。
市
民
税
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
方
で
認
定
証
の
発
行
を
希
望
す
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
か
ら
認

定
証
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

被
保
険
者
で
、
表
2
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当

す
る
方
に
、
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者

証
を
交
付
し
ま
す
。
医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
に
、

被
保
険
者
証
と
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
な
く
な
り
ま
す
。
該

当
す
る
方
で
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■図1　保険料額の決まり方

※所得金額とは、収入金額から必要経費を差し引いた額であり、収入が公
的年金のみの方は、「公的年金収入金額－公的年金等控除額」が所得金
額になります

平
成
28
年
度　
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料（
本
算
定
）に
つ
い
て

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に
つ
い
て

（
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
の
み
）

医
療
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て

（
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
）

被
保
険
者
証
に
つ
い
て

均等割額
被保険者
1人あたり
46,984 円

所得割額
｛所得金額－基礎控除（33万円）｝

× 所得割率9.54％

保険料（年額）
（限度額57万円）
※100円未満切捨て

＋ ＝

■表1　平成26～29年度保険料率など
平成 26・27 年度 平成 28・29 年度

均等割額 45,761 円 46,984 円

所得割率 9.00％ 9.54％

■表2　医療費の助成制度の対象者
区分 要件

障害者

身体障害者手帳1～3級、じん臓機能障害4級、進行性筋萎
いしゅく

縮症4～6級
療育手帳 A・B 判定

精神障害者保健福祉手帳 1・2 級

自閉症状群（診断書が必要）

ひとり暮らし

以下の①～③の全てに該当する方
①単身で生活を営んでおり、同一敷地内または隣地に親族がいない
②所得がない（年金のみの場合、年額 80 万円以下）
　※障害年金・遺族年金などの非課税所得を除く
③税の扶養になっていない

ねたきりなど 介護保険の要介護 4 または 5 の認定を受けていて、3 か月以上継続して
生活介護を受けている市民税非課税世帯の方

平
成
28
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　

‌�

市
役
所
国
保
年
金
課　
後
期
高
齢
者
医
療

グ
ル
ー
プ（
東
館
3
階
☎
51
・
３
１
３
２
）
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■
高
齢
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

高
齢
受
給
者
証
は
、
70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
に
交
付
し
て
い
ま
す
。
8
月
1
日
か
ら
使
用
す
る

高
齢
受
給
者
証（
今
回
は
白
色
）を
世
帯
主
あ
て
に
7
月
下
旬

に
発
送
し
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
か
か
る
時
は
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所
国
保
年
金
課（
西
館
1
階
・
8
番
窓
口　

窓
口
グ
ル
ー
プ
☎
51
・
２
２
９
３
）

■
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
は
更
新
申
請
が
必
要
で
す

入
院
や
高
額
な
外
来
治
療
を
受
け
る
際
の
支
払
金
額
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・

食
事（
生
活
）療
養
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」や
、
入
院
時

の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
る
「
食
事（
生
活
）療
養
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」が
必
要
な
方
は
、
申
請（
更
新
）の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
医
療
機
関
の
窓
口
に「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を

提
示
し
た
場
合
、
1
か
月
の
医
療
費
は
各
世
帯
の
所
得
区
分

に
応
じ
た
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
で
済
み
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

②
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
③
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が

平
成
27
年
8
月
以
降
に
合
計
91
日
以
上
入
院
し
て
い
る
場

合
、
医
療
機
関
の
領
収
証
ま
た
は
入
院
証
明
書
※
別
世
帯

の
代
理
の
方
が
手
続
き
を
す
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い　

申
請
方
法　

8
月
1
日
か
ら
国
保
年
金
課　
8
番
窓
口　

問

い
合
わ
せ　

市
役
所
国
保
年
金
課（
西
館
1
階
・
8
番
窓
口　

保
険
給
付
グ
ル
ー
プ
☎
51
・
２
２
８
５
）

平
成
29
年
4
月
か
ら

生
ご
み
分
別
収
集
を
始
め
ま
す

国
民
健
康
保
険　
高
齢
受
給
者
証
、

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の

更
新
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課（
☎
51
・
２
４
１
７
）

市
は
、
生
ご
み
を
新
た
な
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
た
め
、
平
成
29
年
4
月
か
ら
新
た
に
「
生
ご
み
」

の
持
出
日
を
設
け
、
生
ご
み
分
別
収
集
を
始
め
ま
す
。

■
生
ご
み
の
持
出
日

◦
持
出
日
は
、
週
2
日
設
け

ま
す

◦
も
や
す
ご
み
と
は
別
の
曜

日
に
収
集
し
ま
す

■
今
後
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

生
ご
み
分
別
収
集
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
本
紙
の
ほ

か
、
次
の
方
法
な
ど
で
市
民
の
み
な
さ
ん
に
随
時
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

◦
地
域
説
明
会

◦
チ
ラ
シ
や
ご
み
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
全
世
帯
配
布

◦
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
看
板
の
掲
出

◦
公
共
交
通
機
関
で
の
車
内
吊
り
広
告
の
掲
出

■生ごみの持出日
平成29年3月まで 平成29年4月から
もやすごみ もやすごみ 生ごみ
月・木曜日の校区 月・木曜日 火・金曜日
火・金曜日の校区 火・金曜日 月・木曜日

Ⓒ豊橋市トヨッキー

と
き　

9
月
10
日
㈯
午
後
6
時　

と
こ
ろ　

豊
橋
球
場（
豊
橋
公
園
内
）

■
炎
の
祭
典（
炎
の
舞
）入
場
整
理
券
の
販
売

入
場
整
理
料　

下
表　

入
場
整
理
券
の
販
売　

8
月
2
日
～
9
月
2
日
、
9
月
5
日
～
9
日

に
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ（
☎
０
５
７
０
・
02
・
９
９

９
９[

Ｐ
コ
ー
ド
：
６
３
２-

３
２
０]

）、
コ

ン
ビ
二
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
サ
ー
ク
ル
Ｋ
・
サ
ン
ク

ス
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
）、
豊
橋
商
工
会
議
所

■
ヨ
ウ
カ
ン
手
筒
花
火
参
加
者
募
集

対
象　

満
18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
を
除
く
）

で
、
当
日
午
後
4
時
に
会
場
で
規
定
の
講
習

を
受
け
ら
れ
る
方　

定
員　

20
人（
申
込
順
）

参
加
料　

4
千
円　

そ
の
他　

放ほ
う
よ
う揚
し
た
ヨ

ウ
カ
ン
手
筒
は
記
念
品
と
し
て
贈
呈
。
参
加

者
は
ヨ
ウ
カ
ン
手
筒
放
揚
後
、
出
演
者
観
覧

エ
リ
ア
で
「
炎
の
舞
」を
観
覧
可　

申
し
込
み

7
月
29
日
ま
で
に
申
込
書
、
参
加
料
、
必
要

書
類
を
炎
の
祭
典
実
行
委
員
会（
豊
橋
商
工

会
議
所
内
〒
440-

８
５
０
８
住
所
不
要
）※
申

込
書
は
炎
の
祭
典
実
行
委
員
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
配
布

﹇
共
通
事
項
﹈問
い
合
わ
せ　

炎
の
祭
典
実
行

委
員
会（
☎
53
・
７
２
１
１
）、
観
光
振
興
課

（
☎
51
・
２
４
３
０
）

	

炎
の
祭
典

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

■炎の舞　入場整理料（1人）
席内容 前売り料金 当日料金
桟敷SS席※ 3,500 円 4,000 円
桟敷S席 2,500 円 3,000 円
イスA席 1,000 円 1,500 円
写真撮影エリア※ 3,000 円
車いす席※ 1,000 円
内野スタンド席 1,000 円
外野スタンド席 500 円

※は豊橋商工会議所のみの販売（先着順）炎の祭典（昨年のようす）

参加料・受講料を明記していないものは無料、申し込みを明記していないものは不要です。
掲載記事のホームページについては、http://www.city.toyohashi.lg.jp/9045.htmからご覧いただけます。
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どなたでも主な対象 女性 男性 子ども 高齢者 障害者 事業 育児 催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳細はお問い合わせください。

相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

催し情報

楽しむ・学ぶ
	知っトク！豊橋ゼミナール　親子でテクテク、
杉山校区の歴史と自然をめぐる

とき：9月17日・24日、10月15日の土
曜日（全3回）午前10時30分～正午（24

日は午前9時から）　ところ：杉山地区市
民館、汐川干潟　対象：12歳児以下と
保護者　内容：堤防の役割を学び、干
潟の野鳥・小さな生き物を観察します　

講師：汐川干潟を保全する会　定員：15
組（抽選）　受講料：1,000円　申し込み：
8月10日までに杉山地区市民館（杉山町

字孝仁☎23・2216）

	家族がいれば何でもできる！
竹で楽しむ親子チャレンジキャンプ！

とき：9月10日㈯・11日㈰午前9時30
分～午後4時30分　ところ：野外教育セ
ンター（伊古部町字枇杷ケ谷）　対象：5
歳児～小学6年生と保護者　内容：交流
ゲーム、竹パンクッキング、竹クラフト　

定員：各8家族（抽選）　参加料：子ども
700円、大人900円（材料費）　持ち物：
軍手、タオル、帽子、箸、雨具、体育

館シューズなど　その他：詳細はホーム
ページ参照　申し込み：7月16日～31
日に少年自然の家（☎21・2301）　問い
合わせ：愛知キャンプカウンセラー協会
（☎052・882・9880）

	ナガバノイシモチソウ観察会
とき：8月6日㈯・28日㈰午前9時30分～
11時　ところ：幸公園内長三池北側の自
生地（佐藤町字池下）　内容：絶滅が心
配される食虫植物で市指定天然記念物

のナガバノイシモチソウを観察します　

講師：豊橋湿原保護の会　定員：各60人
（申込順）　持ち物：帽子、飲み物、筆
記用具　その他：自生地には観察会の2
日間しか入れません　申し込み：7月15
日から文化財センター（☎56・6060）

	忙しいアナタへ
とよはし野菜で時短クッキング

とき：8月26日㈮午後6時30分～9時　
ところ：こども未来館ここにこ（松葉町三
丁目）　対象：市内在住・在勤の方　内
容：豊橋産野菜を使った3種のパスタや
サラダ、スープを30分程度で作ります　

講師：中神明子さん（ジュニア野菜ソムリ
エ）　定員：20人（抽選）　参加料：1,000
円（材料費）　申し込み：8月4日（必着）
までに返信先明記の往復はがき、また

はEメール（受信可能な設定に変更のこ

と）で講座名、参加者全員の住所・氏

名・年齢・電話番号を農業企画課（〒

440-8501住所不要☎51・2464 info_

nogyokikaku@city.toyohashi.lg.jp）

	伝統的工芸品　豊橋筆フェア
とき：7月21日㈭～24日㈰午前9時30
分～午後5時　ところ：市民文化会館（向
山大池町）　内容：市内小・中学生の
習字展覧会、豊橋筆を知ろうコーナー、

筆づくり教室（23日・24日）　問い合わ
せ：商工業振興課（☎51・2425）、豊橋
筆振興協同組合（☎61・8255）

	おもちゃ図書館で遊ぼう！
とき／ところ：第1・3土曜日午後2時～4
時30分／あいトピア（前畑町）、第2土曜

日午前10時～正午／つつじが丘地域福祉

センター（佐藤五丁目）　対象：未就学児と
保護者　内容：おもちゃで遊んだり、借り
たりできます　問い合わせ：豊橋市社会福
祉協議会（☎52・1111）

	今ドキm
マ マ

amaのセルフケア教室
とき：8月23日㈫午後1時30分～3時　
ところ：保健所・保健センター（中野町字
中原「ほいっぷ」内）　対象：6～11か月
児と母親　内容：産後エクササイズ、交
流会、育児相談　定員：30組（申込順）　
持ち物：母子健康手帳　その他：託児あり
（1人300円必要）　申込先：こども保健
課（☎39・9160）

	赤ちゃんと中学生のふれあい交流会
とき：8月25日㈭午前9時30分～11時　
ところ：青陵地区市民館（南牛川二丁目）　
対象：青陵中学校区周辺に在住の4～
11か月児と保護者　内容：中学3年生
の赤ちゃんふれあい体験学習への参加、

歯磨き指導　定員：10組（申込順）　持
ち物：母子健康手帳　申込先：こども保
健課（☎39・9160）

	まちの居場所の交流会
とき：8月9日㈫午後1時30分～3時30
分　ところ：市役所講堂（東館13階）　対
象：支え合いのある地域づくりに向けて
「まちの居場所」づくりを始めようと思っ

ている方　内容：まちの居場所の事例紹
介、運営者との交流　申し込み：7月29
日までに長寿介護課（☎51・2330）

	夏休み　匠
たくみ

の技術を学ぼう
■釘もネジも使わない！？木の小物づくり
とき：8月1日㈪午前10時～11時30分、
午後1時30分～3時　ところ：ウッドクラフ
ト・ゴトウ（石巻西川町）　講師：後藤純文
さん（建具職人）　定員：各10人（申込順）
■木のお医者さんと日本庭園樹木の
　健康診断＆手入れ体験
とき：8月3日㈬午前10時～11時30分、
午後1時30分～3時（雨天順延5日）　とこ
ろ：市内庭園　集合・解散：市役所東館正
面玄関前※バス使用　講師：木村裕重さん
（庭師・樹木医）　定員：各15人（申込順）
［共通事項］対象：小学4年～中学3年生　
内容：「とよはしの匠」の仕事を見学・体
験します　申し込み：7月25日までに商
工業振興課（☎51・2435）

催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳細はお問い合わせください。

豊橋市の「ほの国こどもパスポート事業」対象施設
総合動植物公園、市民プール、視聴覚教育
センター（プラネタリウム）、自然史博物館、
美術博物館、二川宿本陣資料館、青少年セ
ンター（体育館）、こども未来館（まち空間）
※詳細は各施設にお問い合わせください
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参加料・受講料を明記していないものは無料、申し込みを明記していないものは不要です。
掲載記事のホームページについては、http://www.city.toyohashi.lg.jp/9045.htmからご覧いただけます。

■シェイクスピア没後400年記念　シェイクスピア講座　ハムレット
とき：8月4日㈭午後6時30分～8時　内容：シェイクスピアの代表作について語ります　講師：谷賢一さん（作家・演出家）　
定員：200人（申込順）　参加料：500円　申込先：プラットチケットセンター（☎39・3090）※ホームページからも申し込み可
■アートマネージメント講座2016
とき／テーマ／講師：①8月22日㈪午後1時30分～4時／プラットの人材育成事業について「ファシリテーター養成講座」を
事例に／当館職員②8月23日㈫午前10時～午後0時30分／市民と創造する演劇公演について「夏の夜の夢」を題材に／
当館職員③8月24日㈬午前10時～午後0時30分／北九州芸術劇場について／坂田雄平さん（北九州芸術劇場）④8月24
日㈬午後1時30分～4時／ロームシアター京都について／橋本裕介さん（ロームシアター京都）　対象：高校生以上　内容：
公共劇場の活動を学びます　定員：各15人程度（申込順）　申し込み：随時、希望番号をプラットチケットセンター（☎39・
3090）※ホームページからも申し込み可

問い合わせ：	穂の国とよはし芸術劇場「プラット」（西小田原町☎39・8810）
	 ※チケットの販売などはプラットチケットセンター（☎39・3090）

会員先行でのチケット購入は事前にプラットフレンズへの登録が必要です。詳細はお問い合わせください。

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

開
園
時
間
の
変
更

通
常
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

の
開
園
時
間
を
、
8
月
2
日
㈫
～

31
日
㈬
は
午
前
8
時
～
午
後
4
時

に
変
更
し
ま
す
。

■
動
物
の
お
や
つ
タ
イ
ム
と
水
浴
び
な
ど

︿
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
に
氷
プ
レ
ゼ
ン
ト
﹀

と
き　

7
月
16
日
～
8
月
27
日
の
土

曜
日
午
前
11
時
、
午
後
2
時
30
分　

と
こ
ろ　

極
地
動
物
館

︿
ゾ
ウ
に
夏
野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
﹀

と
き　

7
月
17
日
～
8
月
28
日
の
日
曜

日
午
前
11
時
15
分　

と
こ
ろ　

ゾ
ウ
舎

︿
カ
バ
に
ス
イ
カ
プ
レ
ゼ
ン
ト
﹀

と
き　

8
月
14
日
㈰
・
21
日
㈰
午
後

2
時　

と
こ
ろ　

カ
バ
舎

︿
ラ
イ
オ
ン
に
お
化
け
猫
じ
ゃ
ら
し
を

見
せ
る
と
…
﹀

と
き　

8
月
16
日
㈫
・
18
日
㈭
午
前

11
時　

と
こ
ろ　

ラ
イ
オ
ン
舎

︿
ダ
チ
ョ
ウ
の
水
浴
び
﹀

と
き　

8
月
の
毎
週
土
曜
日
午
前
11

時
30
分　

と
こ
ろ　

ア
フ
リ
カ
園
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
舎
前

︿
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
氷
プ
レ
ゼ
ン
ト
﹀

と
き　

8
月
の
毎
週
土
曜
日
午
後
1

時
15
分　

と
こ
ろ　

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
舎

︿
サ
イ
の
水
浴
び
﹀

と
き　

8
月
の
毎
週
日
曜
日
午
後
1

時
15
分　

と
こ
ろ　

サ
イ
舎

■
ど
う
ぶ
つ
は
と
も
だ
ち　 

特
別
編

と
き　

7
月
23
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

2
時　

と
こ
ろ　

動
物
資
料
館
講
義

室（
西
門
か
ら
の
入
園
が
便
利
で
す
）　

内
容　

折
り
紙
を
使
っ
て
、い
ろ
い
ろ

な
動
物
を
作
り
ま
す（
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
）
　

定
員　

１
０
０

人（
先
着
順
）　

問
い
合
わ
せ　

動
植
物

公
園（
☎
41
・
２
１
８
６
）

■
絶
滅
危
惧
種
展

と
き　

7
月
26
日
㈫
～
8
月
7
日
㈰　

と
こ
ろ　

温
室
内
イ
ベ
ン
ト
の
へ
や　

内
容　

園
内
に
い
る
絶
滅
危
惧
種
を

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
で
紹
介
し
ま
す

今
年
は
市
制
110
周
年
記
念
事
業
と
し

て
ナ
イ
ト
ガ
ー
デ
ン
の
期
間
・
時
間

を
延
長
し
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
満
載

で
す
。
詳
細
は
本
紙
8
月
1
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

と
き　

8
月
6
日
㈯
・
7
日
㈰
・
13

日
㈯
～
21
日
㈰
・
27
日
㈯
・
28
日
㈰

午
後
5
時
～
9
時（
雨
天
中
止
）　

入

園
料　

大
人
1
千
円
、
小
・
中
学
生

５
０
０
円（
遊
具
代
含
む
）※
ほ
の
国

こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
・
招
待
券
・
前

売
り
券
・
定
期
入
園
券
な
ど
は
使
用

不
可
。
障
害
者
・
高
齢
者
な
ど
の
入

園
料
免
除
な
し

■
自
然
史
ト
ー
ク　
チ
リ
モ
ン
探
し
体
験

と
き　

8
月
3
日
㈬
午
後
2
時
～
3

時　

対
象　

小
学
3
年
生
以
上　

内

容　

シ
ラ
ス
に
混
じ
っ
て
獲
れ
た
小

さ
な
生
き
物
を
観
察
し
ま
す　

講

師　

当
館
学
芸
員　

定
員　

40
人

（
申
込
順
）　

入
園
料　

無
料　

申
込

先　

自
然
史
博
物
館（
☎
41
・
４
７

４
７ 

 

41
・
８
０
２
０ 

 sizensi@

toyohaku.gr.jp

）

■
学
芸
員
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ト
ー
ク

　

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
ふ
し
ぎ　

と
き　

8
月
6
日
㈯
午
後
2
時
30
分
～

3
時　

内
容　

ダ
ン
ゴ
ム
シ
が
迷
路

に
挑
戦
し
ま
す

休
園
日　

月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
・
休

日
の
場
合
は
翌
平
日
）　

参
加
料　

無

料（
総
合
動
植
物
公
園
入
園
料
必
要
）　

駐
車
料
金　

普
通
車
２
０
０
円
、
中
・

大
型
車
４
０
０
円

豊
橋
総
合
動
植
物
公
園

の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
の
催
し 

の
ん
ほ
い
パ
ー
ク　
サ
マ
ー
イ
ベ
ン
ト

動
植
物
園（
☎
41
・
２
１
８
５
）

自
然
史
博
物
館（
☎
41
・
４
７
４
７
）

プ
レ
ミ
ア
ム
ナ
イ
ト
ガ
ー
デ
ン

ほいくん　のんちゃん
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どなたでも主な対象 女性 男性 子ども 高齢者 障害者 事業 育児 催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳細はお問い合わせください。
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	アクアリーナ豊橋　各種教室
■ウェーブストレッチレッスン
とき：毎月第4火曜日午後1時45分～2時
15分、毎月第4木曜日午後6時15分～6

時45分　対象：中学生以上　内容：腰痛
などに効果的なストレッチ教室です　定
員：各10人（申込順）　参加料：各300円
■スポーツ教室
とき：毎月第2日曜日①午前10時～11
時②午前11時～正午　対象：①年中～
年長児②小学1～3年生　内容：跳ぶ、
走るなどの基礎運動を行います　定員：
各20人（申込順）　参加料：各1,000円
■KICK　BOXING
とき：毎月第2日曜日午後3時～3時30分、
毎月第3土曜日午後8時15分～8時45分　

対象：中学生以上　内容：筋力トレーニン
グを通じてボクシングのスキルとフォーム

を身につけます　定員：各15人（申込順）　
参加料：各500円
■かけっこ教室
とき：毎月第3日曜日①午前10時～11時
②午前11時～正午　対象：①年長児～
小学2年生②小学2～6年生　内容：ミ
ニハードルなどを使って、正しいフォー

ムを身につけます　定員：各20人（申込
順）　参加料：各1,000円
［共通事項］ところ：アクアリーナ豊橋（神
野新田町字メノ割）　申し込み：8月1日か
ら直接、アクアリーナ豊橋（☎31・4781）

	消化器系難病患者・家族のつどい
病気と上手につきあおう

とき：8月27日㈯午後1時30分～4時　
ところ：保健所・保健センター（中野町字
中原「ほいっぷ」内）　対象：潰

かいよう

瘍性大腸

炎やクローン病の患者と家族など　内
容：講演会「炎症性腸疾患の病気と治
療」、交流会、個別医療相談（定員5

人。申込順）　講師：山田雅弘（市民病
院消化器内科部長）　定員：100人（申込
順）　申し込み：7月15日～8月26日に
健康増進課 （☎39・9145 38・0770

kenkouzoushin@city.toyohashi.lg.jp）

※個別医療相談は電話でのみ受け付け

	いきいきフェスタ2016
親子ふれあい教室　作ろう！あ・そ・ぼ！

とき：8月21日㈰午前10時～正午、午後
1時～3時　ところ：教育会館（神野ふ頭
町　ライフポートとよはし内）　対象：小
学3年生以下と保護者　内容／講師：
①楽しい折り紙と工作遊び／福祉レクつ

くし②まわれ・まわれ！風車／レディース

レクわたぼうし③紙コップで作るゆかい

に歩く人形／ポンレク　定員：各25人（申
込順）　申し込み：7月15日～8月14日
に希望時間・番号を豊橋市社会福祉協

議会（☎52・1111）

	塩野真人・大矢英俊　卓球講習会
とき：8月17日㈬午後1時～4時　ところ：
総合体育館（神野新田町字メノ割）　そ
の他：午前中開催の卓球大会参加者（小・
中学生）300人と合同で開催します　問
い合わせ：豊橋市体育協会（☎63・3031）

塩野真人選手（左）、大矢英俊選手（右）

	こころの健康講座
とき：8月30日㈫午後2時～4時　ところ：
保健所・保健センター（中野町字中原「ほ

いっぷ」内）　テーマ：こころの健康・ス
トレス対処について！　講師：竹澤健司
さん（精神科医師）　定員：100人（申込
順）　申込先：健康増進課（☎39・9145）

	食
しょっかい

改さんのヘルシークッキング
おいしく減塩

とき：8月24日㈬午前9時40分～午後
0時30分　ところ：あいトピア（前畑町）　
対象：市内在住の方（未就学児の同伴不
可）　内容：鶏そぼろ卵の野菜あんかけ、
もやしナムルなどを作ります　講師：食
生活改善推進員　定員：20人（抽選）　参
加料：500円（食材費）　申し込み：7月27
日までに講座名、郵便番号、住所、氏名、

年齢、電話番号を健康増進課（☎39・

9145 kenko-info@city.toyohashi.lg.jp）

	朝の歩行運動と
いっせいラジオ体操のつどい

とき：8月7日、9月4日、10月2日の日
曜日（雨天順延8月14日、9月11日、10

月9日）　ところ：岩田運動公園、武道館、
高師緑地、グリーンスポーツセンター、

総合体育館、ほいっぷ　問い合わせ：豊
橋市体育協会（☎63・3031）

	おはなしのへや
日程など：下表　内容：ボランティアや図
書館スタッフによる紙芝居や絵本の読

み聞かせ　問い合わせ：中央図書館（☎
31・3131）

■各地区市民館など（各40分）
　対象は小学生以下と保護者

とき ところ
8月19日㈮
午前11時

南陽地区市民館
（草間町字平東）

8月20日㈯
午前11時

東陵地区市民館
（牛川町字乗小路）

8月20日㈯
午後3時

市民文化会館
（向山大池町）

8月27日㈯
午前11時

アイプラザ豊橋
（草間町字東山）
青陵地区市民館
（南牛川二丁目）

■中央図書館（各30分。木曜日は各20分）
とき 時間 対象
毎週火曜日

午前11時 1～3歳児と
保護者毎月最終

水曜日

毎月第1・2・
4木曜日

午前10時・
10時30分・
11時

1歳6か月以
下の子ども
と保護者

毎週土曜日 午後2時・
3時

小学生以下と
保護者
※午後3時30
分からは外
国の絵本で
どなたでも

毎月第2
土曜日

午前10時
45分、午後	
3時30分（※）

毎月第3
土曜日 午前11時 5歳児～小学

生と保護者

毎週日曜日 午後2時 小学生以下と
保護者

■大清水図書館（各30分。水曜日は各20分）
とき 時間 対象
毎月第1・4
土曜日 午後2時 小学生以下と

保護者

毎月第1
土曜日

午後2時30
分

英語のおはな
し会でどなた
でも

毎月第3
水曜日

午前10 時
30分・11時

1歳6か月以
下の子ども
と保護者

毎月第3
土曜日

午後2時30
分 どなたでも
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参加料・受講料を明記していないものは無料、申し込みを明記していないものは不要です。
掲載記事のホームページについては、http://www.city.toyohashi.lg.jp/9045.htmからご覧いただけます。

	豊橋市体育協会　スポーツ教室
申し込み：7月21日午前10時から参加料（おつりのないように用意してください）を豊橋市体育協会（岩田運動公園内☎63・3031）、武
道館、総合体育館、綜合運動場管理事務所、各地区体育館、トレーニングセンター、グリーンスポーツセンター

■豊橋市体育協会　スポーツ教室

教室名 とき ところ 対象／定員（申込順）／参加料／
持ち物

ボウリング教室
（全3回）

8月22日㈪～24日㈬
午後1時30分～3時30分

岩屋キャノンボウル
（岩屋町字岩屋下）

小学生以上／30人／一般3,000円、
高校生以下2,000円、親・祖父母
と高校生以下1組4,000円（貸靴料
を含む）

ラージボール卓球教室
（全7回）

9月1日～10月13日の木曜日
午前10時～正午

前田南地区体育館
（前田南町二丁目） 40人／3,000円／ラケット

バドミントン教室
①新栄コース
②草間コース
（各全7回）

①9月3日～10月15日の土曜日午前10時～正午
②9月7日～10月19日の水曜日午後6時30分～
8時30分

①新栄地区体育館
（新栄町字大溝）
②草間地区体育館
（草間町字平東）

中学生以上／各40人／各3,000
円／ラケット

	健康づくりのためのスポーツ教室
申し込み：各申込開始日午前10時から参加料（おつりのないように用意してください）を豊橋市体育協会（岩田運動公園内☎63・3031）、
総合体育館、武道館、綜合運動場管理事務所、各地区体育館、トレーニングセンター、グリーンスポーツセンター※スローストレッ

チ教室、ピラティス教室は豊橋市体育協会のみ受け付け

■健康づくりのためのスポーツ教室

教室名 とき ところ 対象／定員（申込順）／
参加料／持ち物 内容／申込開始日

こどもダンス教室
（全4回）

8月2日㈫～5日㈮
午前10時～11時

浜道地区体育館
（浜道町字桜）

小学1～4年生／60人／
1,000円／室内用シューズ

ダンスの基本動作や
リズムのとり方を身に
つけます／7月21日

スローストレッチ教室
①飯村8月コース
②飯村9・10月コース
③牛川コース
④石巻コース
（各全4回）

①8月2日～23日の火曜日
②9月6日～10月4日の火曜
日（9月20日を除く）③8月5
日～26日の金曜日④9月2日～
23日の金曜日
午前10時～10時50分

①②飯村地区体育館
（飯村北一丁目）
③牛川地区体育館
（牛川町字田ノ上）
④石巻地区体育館
（石巻本町字出口）

女性／各20人／各2,000
円／大きめのバスタオル

さまざまな動きで全
身をゆっくりほぐし
ます／①③7月20日
②④7月29日

3B体操教室ジュニア
（全6回）

9月1日・15日・29日、10月
6日・20日、11月10日の木
曜日
午後5時～6時30分

総合体育館
（神野新田町字メノ割）

年中児～小学2年生／20
人／2,000円（初回に用具
貸出料500円（全6回分）
必要）／室内用シューズ

3種の用具を使って
楽しく身体を動かし
ます／7月21日

ピラティス教室
（全7回）

9月7日～10月19日の水曜日
午前10時～11時30分 飯村地区体育館 女性／20人／3,000円／

大きめのバスタオル

ストレッチなどで身体
と心を強化します／7
月28日

	市民スポーツ祭
申し込み：各申込期限までに申込用紙、参加料（シャフルボード大会を除く）を豊橋市体育協会（岩田運動公園内☎63・3031）※シャ
フルボード大会・少林寺拳法は武道館、総合体育館、綜合運動場管理事務所、各地区体育館、トレーニングセンター、グリーン

スポーツセンターでも申し込み可。申込用紙は各体育施設で配布

■市民スポーツ祭
大会名 とき ところ 対象／定員（申込順）／参加料 申込期限

ボウリング大会 8月28日㈰
午前9時50分

岩屋キャノンボウル
（岩屋町字岩屋下）

市内在住の小学生以上／小・中学生1,000円、高校・
大学生1,200円、一般1,500円 8月26日

シャフルボード大会 9月2日㈮
午前9時

草間地区体育館
（草間町字平東） 市内在住の方／1人200円（当日集金） 8月25日

サッカー大会
（5人制ミニゲーム）

9月18日㈰
午前9時

市民球技場
（岩田運動公園内）

小学生以上／小学生の部12チーム、中学生の部8チー
ム、高校・一般の部16チーム／1チーム各1,000円 8月17日

少林寺拳法 10月16日㈰
午前9時

前田南地区体育館
（前田南町二丁目） 市内在住・在学・在勤で少林寺拳法を修練している方 8月31日
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	商家「駒屋」　各種イベント
■提

ちょうちん

灯（LED）をつくり　持って歩こう
とき：7月23日㈯午後1時～4時　内容：
提灯に自由に絵を描き、LEDランプを灯

します　定員：10人（先着順）　参加料：
1,000円（材料費）

■駒屋 夕涼み通り抜け　
とき：7月29日㈮・30日㈯午後5時～9時　
内容：夜の駒屋を特別開館します
■服部半蔵忍者隊　駒屋に参上　
とき：7月30日㈯午後7時30分
［共通事項］ところ：駒屋（二川町字新橋
町）　問い合わせ：駒屋（☎41・6065）

	豊橋産米粉和菓子教室
とき：8月25日㈭午後1時30分～4時　
ところ：豊橋調理製菓専門学校（八町通
一丁目）　対象：市内在住・在勤の方（親
子も可）　定員：24人（抽選）　参加料：
700円（材料費）　申し込み：8月3日（必
着）までに返信先明記の往復はがき、ま

たはEメール（受信可能な設定に変更の

こと）で講座名、参加者全員の住所・氏

名・年齢・電話番号を農業企画課（〒

440-8501住所不要☎51・2464 info_

nogyokikaku@city.toyohashi.lg.jp）

 	アイプラザ豊橋
特撰落語会　林家たい平独演会

とき：10月16日㈰午後2時（午後1時30
分開場）　ところ：アイプラザ豊橋（草間
町字東山）　対象：どなたでも（未就学児

の入場不可）　入
場料：全席指定。
一般3,000円（税

込み）　チケットの
販売：随時、アイ
プラザ豊橋総合案

内（☎46・7181）

林家たい平

	まちなか図書館（仮称）
シンポジウム

とき：8月6日㈯午後1時30分～4時　と
ころ：名豊ビル（駅前大通二丁目）　内
容：まちなか図書館（仮称）について考え
る講演、パネルディスカッション　講師：
花井裕一郎さん（小布施町立図書館まち

としょテラソ初代館長）ほか　定員：150
人（抽選）　申し込み：8月1日までに、ま
ちなか図書館整備推進室（☎55・8102

machitosho@city.toyohashi.lg.jp）

	文化財センター　夏休み特別開館
とき：7月23日～8月28日の土・日曜日、
祝日午前9時～午後5時※期間中は休

館日なし　ところ：文化財センター（松葉
町三丁目）　内容：企画展示や出土品の
洗浄・接合体験など　問い合わせ：文化
財センター（☎56・6060）

	市民文化会館開館50周年記念展
1960年代　とよはし映画館　あの日あの時

とき：8月2日㈫～14日㈰（8日を除く）　
ところ：市民文化会館（向山大池町）　内
容：開館当時（1960年代）の映画資料を
中心に展示します　問い合わせ：市民文
化会館（☎61・5111）

	ボトルシップ作製体験教室
とき：8月20日㈯午前 10時～正午、
午後1時30分～3時30分　ところ：カモ
メリア（神野ふ頭町）　対象：小学3年生
以上　定員：各30人（抽選）　申し込み：
8月3日（必着）までに返信先明記の往復

はがきで希望時間、代表者の住所・氏名・

電話番号、参加者全員（1枚につき6 人

まで）の氏名・年齢、作製者・同伴者の

内訳人数を、みなと振興課（〒441-8075

神野ふ頭町3-29☎34・3710）

　

 	おもしろサイエンスの日
水と風

とき：7月31日㈰午後1
時～3時（随時参加可）　
内容：水船や花の風車、
水ロケットを作ります　
問い合わせ：視聴覚教
育センター

 	大実験ショー
光のふしぎをさぐる

とき：7月24日㈰・30日㈯、8月7日㈰午
後2時20分～3時・午後3時50分～4
時30分　内容：光の三原色や分光などの
体験・実験を行います　講師：豊橋エコ
サイエンスクラブ　定員：各240人（先着
順）　問い合わせ：視聴覚教育センター

 ワークショップ
わんがけで宝石をさがそう

とき：7月27日㈬～29日㈮午後1時30
分～3時（随時参加可）　内容：お椀

わん

の中
の鉱物を水の力で取り出す方法を体験
します　問い合わせ：地下資源館

 	つくってあそぼう
スカイスクリュー

とき：8月2日㈫～6日㈯午後2時25分　
内容：ゴムと三角翼

よく

で垂直上昇する飛行
機を製作します　定員：各10人程度（先
着順）　参加料：無料
（材料費各1機250円
必要）　問い合わせ：視
聴覚教育センター

スカイスクリュー　

 	実験ショー　光のふしぎ
とき：8月2日㈫～6日㈯午後3時55分
（各約20分）　内容：虹の不思議や、消
えるビーカーなど光の性質を紹介します　
問い合わせ：地下資源館

 	ICT講座　立体スコープで
V
バーチャルリアリティ

R体験
とき：8月20日㈯午後1時～4時　対象：
18歳以上の方　内容：スコープと3次元
コンピュータグラフィックスを作って3次
元空間を楽しみます　定員：15人（申込
順）　持ち物：1リットル牛乳パック2個、
スマートフォン　その他：スマートフォン
の機種によりお申し込みできない場合あ
り　申し込み：7月23日午前9時から視
聴覚教育センター（☎41・3330）

地下資源館（☎41・2833）・視聴覚教育センター（☎41・3330）の催し（〒441-3147大岩町字火打坂）

水ロケット
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参加料・受講料を明記していないものは無料、申し込みを明記していないものは不要です。
掲載記事のホームページについては、http://www.city.toyohashi.lg.jp/9045.htmからご覧いただけます。

	豊橋市体育協会　テニス教室
ところ：市民庭球場（岩田運動公園内）　持ち物：ラケット、テニスシューズ　申し込み：
各申込開始日午前10時から参加料を豊橋市体育協会（岩田運動公園内☎63・3031）

※受付初日に定員に達しないコースは武道館、総合体育館、綜合運動場管理事務所、

各地区体育館、トレーニングセンター、グリーンスポーツセンターでも受け付けます。

受付初日に申込多数の場合は1人当たりの受付人数を制限する場合あり

■豊橋市体育協会　テニス教室　※雨天順延

コース とき 対象／定員（申込順）／参加料／申
込開始日

火曜コース
（全7回）

8月23日～10月18日の火曜日
（9月20日、10月11日を除く）
午前9時30分～11時

20人／4,000円／7月22日

水曜コース
（全7回）

9月7日～10月19日の水曜日
午後1時30分～3時 25人／4,000円／7月27日

木曜ナイター
コース
（全7回）

9月1日～10月20日の木曜日
（9月22日を除く）
午後7時～8時30分

中学生以上／40人／5,000円／7月
27日

金曜コース
（全7回）

9月2日～10月14日の金曜日
午前9時30分～11時 20人／4,000円／7月22日

土曜ジュニア
コース
（全7回）

9月3日～10月15日の土曜日
午後1時30分～3時

小学3～6年生／40人／3,500円／
7月30日

土曜一般
コース
（全7回）

9月3日～10月15日の土曜日
午後3時15分～4時45分

中学生以上／40人／4,000円（中学
生は3,500円）／7月30日

	プレママカフェ
とき：8月24日㈬午前9時30分～正午　
ところ：保健所・保健センター（中野町字
中原「ほいっぷ」内）　対象：35歳以上の
妊婦　内容：妊婦の生活と栄養の講話、
簡単ミニランチの試食、交流　定員：20
人（申込順）　参加
料：200円（材料費）　
持ち物：母子健康
手帳　申込先：こど
も保健課（☎39・

9160）

	家庭教育セミナー　どんな子にも起きる
悩みや問題　東三河の事例より

とき：8月23日㈫午前10時～11時30分　
ところ：豊城地区市民館（今橋町）　対象：
小・中学生の保護者　内容：講話や「こ
んな時どうする？」をテーマにした情報交

換　講師：横田小百合さん（元豊橋市子ど
も・若者総合相談窓口支援相談員）　定
員：30人（抽選）　申し込み：7月15日～
31日に豊城地区市民館（☎53・3304）

	高校生一日体験
（看護師、医師、医療技術員）

とき：①看護師／8月8日㈪・10日㈬午前
10時～午後3時30分②医師／8月24日㈬

午後1時～5時③医療技術員／8月4日㈭

午後2時～5時　ところ：市民病院（青竹
町字八間西）　定員：①各30人②15人
程度③50人（①申込順②③抽選）　申
し込み：①は7月19日〜29日に市民病
院看護局人事科（☎33・6289）、②は

8月3日までに市民病院管理課（☎33・

6330）、③は7月21日までに本人の在

籍する高校　問い合わせ：①市民病院看
護局人事科②③市民病院管理課

高校生一日看護体験のようす

	青年フェスティバル
とき：8月20日㈯午後5時～8時30分　
ところ：青少年センター（牟呂町字東里）
※雨天時は体育室　内容：豊橋市青年
団協議会による盆踊りと露店など　その
他：7月30日㈯午後5時～7時に青少年
センター体育室で、どなたでも参加でき

る盆踊りの練習があります。また、ボラ

ンティアとしてフェスティバルの青年ス

タッフを募集しています。詳細はお問い

合わせください　問い合わせ：青少年セ
ンター（☎46・8925）

	夏休みエネルギーワークショップ
作って学ぼうソーラーカー

とき：8月6日㈯午前10時～午後1時　と
ころ：豊橋サイエンスコア（西幸町字浜
池）　対象：小学生と保護者　内容：太
陽光で走るミニソーラーカーを製作しま

す　定員：20組（申込順）　申し込み：7
月20日から㈱サイエンス・クリエイト（☎

44・1111）　問い合わせ：㈱サイエンス・
クリエイト、温暖化対策推進室（☎51・

2419）

暮らし情報
支援・医療
	認知症座談会

とき：8月24日㈬午後1時～3時30分　
ところ：あいトピア（前畑町）　対象：認知
症の方の介護者（初参加者のみ）　内容：
介護の悩みなどを話し合い、講師からア

ドバイスを受けます　講師：伊苅弘之さ
ん（福祉村病院副院長）　定員：10人（申
込順）　申し込み：7月15日～8月17日
に住所、氏名、電話番号を豊橋市中央

地域包括支援センター（☎54・7170）

	家庭の節電・省エネに役立つ
うちエコ無料診断

対象：市内在住の方　内容：診断士が家
庭の省エネ対策などを提案します　定員：
70世帯（申込順）　その他：詳細はホーム
ページ参照。申込後に診断日の調整や

事前調査あり　申し込み：7月20日から
住所、氏名、電話番号を㈱サイエンス・

クリエイト（☎44・1111）　問い合わせ：
㈱サイエンス・クリエイト、温暖化対策

推進室（☎51・2419）

支
援
・
医
療
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どなたでも主な対象 女性 男性 子ども 高齢者 障害者 事業 育児 催しの開催期間中でも、施設の休館日などが
あります。詳細はお問い合わせください。
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	生ごみ処理機の購入に
補助金を交付します

家庭で気軽に生ごみ減量に取り組める

「生ごみ処理機」の普及を進めるため、

補助金を交付しています。

対象：次の①～③の全てを満たす方①市
内在住②市内の販売業者で購入③とよ

はしエコファミリーに登録する世帯　補
助金額：購入価格の半額（限度額は生ご
み減量容器3,000円、電動式生ごみ処

理機20,000円。5年間で1世帯2 基（電動

式は1基）まで）　基数：各60基（申込順）　
申し込み：購入から2か月以内に申請用紙、
販売証明書、とよはしエコファミリー宣言

書（電動式の場合はメーカー保証書の写

し）を環境政策課（西

館5階〒440-8501住

所不要☎51・2417）

※申請用紙は市内販

売店、環境政策課、

ホームページで配布

	市立小・中学校常勤講師、
非常勤講師

対象：教員免許状（小・中学校教諭およ
び養護教諭）所持者　業務内容：常勤（朝
から夕方まで勤務）、非常勤（週3～24

時間）　申し込み：随時、直接、顔写真
添付の履歴書、教員免許状の写し（また

は取得見込証明書の写し）、更新講習確

認証明書（該当者のみ）を市役所学校教

育課（東館11階☎51・2826）

	豊橋市非常勤嘱託員
職種／定員：動物飼育員／1人　業務内
容：総合動植物公園での動物飼育　対
象：土・日曜日、祝・休日に勤務が可能
で動物飼育業務に熱意を持って取り組め

る方　嘱託期間：採用決定後～来年3月
31日　募集要綱の配布：総合動植物公園
中央管理事務所　申し込み：7月26日（必
着）までに直接または郵送で市販の履歴書

を総合動植物公園中央管理事務所（〒441-

3147大岩町字大穴1-238☎41・2186）

募集
詳細は募集要綱などをご覧ください。

	ふるさと豊橋いちばんさん
「豊橋にはこんなすばらしい人がいる」を

テーマに、あらゆる分野を対象に特技

や素晴らしい経験などを持った人を募集

します。

対象：市内在住の方　選考：書類審査　
表彰：認定者は11月11日㈮「市民の日」
の式典で認定証と記念品を贈呈　その
他：本事業の募集は今年度で終了　申
し込み：8月12日までに自・他薦ともに、
推薦（応募）書を豊橋市民愛市憲章推進

協議会（〒440-0806八町通二丁目16）

※推薦（応募）書は豊橋市民愛市憲章推

進協議会、市役所生涯学習課（東館11

階）で配布　問い合わせ：豊橋市民愛市
憲章推進協議会

（☎ 56・1128）、

生涯学習課（☎

51・2846）

	ひとり親家庭の親や寡婦のための就業支援講習会
日程など：下表　定員：各20人（抽選）※調剤薬局事務講習は40人（抽選）　その他：交通費は自己負担　申し込み：7月29日～8月19
日に直接、市役所こども家庭課（東館2階☎51・2320）

■ひとり親家庭の親や寡婦のための就業支援講習会
講座名 とき ところ／受講料（教材費など）／その他

パ
ソ
コ
ン
講
習

初級
（全15回）

10月1日～来年1月14日の土曜日（12月31
日を除く）
午前10時～午後3時40分

岡崎情報開発センター（岡崎市羽根町）／3,240円

中級
（全15回）

10月22日～来年2月4日の土曜日（12月31日
を除く）
午前10時～午後3時40分

ヒューマンアカデミー名古屋駅前校（名古屋市中村区）／
3,434円

お仕事応用
（全5回）

10月29日～11月26日の土曜日
午前10時～午後3時40分

中部コンピューター・パティシエ・保育専門学校（豊橋市花
園町）／864円　

介護職員初任者研修
（各全17回）

10月2日～来年1月29日の日曜日（1月1日
を除く）
①午前9時～午後5時②午前9時30分～午後
4時20分

①ヘルパースクール ユノモ知立校（知立市山屋敷町）②SFN
アカデミー金山校（名古屋市中区）／①6,995円②5,700円／6
か月～10歳未満児の託児あり（無料）。自宅学習が必要

調剤薬局事務講習
（全7回）

10月8日～11月19日の土曜日
午前10時～午後3時40分

国際医療管理専門学校名古屋校（名古屋市中村区）／5,000円／
6か月～10歳未満児の託児あり（無料）

登録販売者講習
（全20回）

10月16日～来年3月5日の日曜日（1月1日
を除く）
午前10時～午後3時40分

国際医療管理専門学校名古屋校／9,800円／6か月～10歳未
満児の託児あり（無料）

経理事務講習
（全15回）

10月22日～来年2月4日の土曜日（12月31
日を除く）
午前10時～午後3時40分

ヒューマンアカデミー名古屋駅前校／1,890円

生ごみ処理機を
利用するようす
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参加料・受講料を明記していないものは無料、申し込みを明記していないものは不要です。
掲載記事のホームページについては、http://www.city.toyohashi.lg.jp/9045.htmからご覧いただけます。

	とよはし農業サポーター人材バンク
登録者

農家で働きたい方（サポーター）と、労

働力を必要とする農家の方を募集します。

対象：サポーター／市内在住・在勤で
20歳以上の方（親権者の同意があれば

20歳未満でも可）、農家／市内で農業

を営む20歳以上の方　その他：登録後、
希望に合う相手と直接交渉・労働契約

をしていただきます　申し込み：申請書、
印鑑、本人確認できる身分証を市役所

農業支援課（西館3階☎51・2472）※申

請書は市役所農業支援課、ホームペー

ジで配布

	自衛官
募集種目：防衛大学校学生、防衛医科
大学校学生、看護学科学生、航空学

生、一般曹候補生、自衛官候補生　対
象：来年3月卒業予定の高校生を含む
18～26歳の男女※学生コースは18～

20歳の男女　その他：7月24日㈰午前
10時に穂の国とよはし芸術劇場「プラッ

ト」（西小田原町）で説明会を開催。申し

込み、試験など詳細はお問い合わせく

ださい　問い合わせ：自衛隊豊橋地域事
務所（新栄町字南小向☎33・2693）、市

役所行政課（☎51・2027）

	男女共同参画標語・川柳
対象：東三河地域に在住・在学・在勤
の方　作品：自作・未発表の男女共同
参画（男女平等、家事、子育て、働き

方など）をテーマとした標語または川

柳　賞：最優秀作品1点／図書カード1
万円分ほか　発表：9月下旬　その他：
作品は愛知県男女共同参画月間に合わ

せ、10月3日㈪〜13日㈭に市役所市民

ギャラリー（東館1階）で展示　申し込
み：9月5日までに作品に住所、氏名（ふ
りがな）、性別、年齢、電話番号を明

記して市役所市民協働推進課（西館4階

〒440-8501住所不要☎51・2188 56・

5128 shiminkyodo@city.toyohashi.

lg.jp）

	指定管理者
来年4月1日から下表の施設管理を行う

指定管理者を7月15日㈮から募集します。

募集要項、仕様書などはホームページ

に掲載します。詳細はお問い合わせく

ださい。

	明るい選挙啓発ポスター
テーマ：明るい選挙　作品：画用紙の四
ツ切、八ツ切または、それに準ずる大

きさで、画材は自由　対象：市内在住の
小・中・高校生　賞：優秀作品に賞状と
賞品、応募者全員に記念品を贈呈　そ
の他：作品は後日返却　申し込み：9月
7日（必着）までに作品裏面の右下に氏名

（ふりがな）、学校名、

学年を明記して市内

各小・中学校または

豊橋市選挙管理委員

会（〒440-8501住所

不要☎51・2960）

■指定管理者募集施設
　※指定期間は5年間
施設名 問い合わせ

市民センター 市民協働推進課
（☎51・2483）

こども未来館 こども未来館
（☎21・5526）交通児童館

屋内プール・アイス
アリーナ

スポーツ課
（☎51・2866）

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

11
月
20
日
㈰
に
、
こ
ど
も
未
来
館
こ
こ
に
こ（
松
葉
町
三
丁

目
）で
開
催
す
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
場
者
・
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

■
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者

テ
ー
マ　

自
由 　

対
象　

日
本
語
が
母
国
語
で
は
な
い
小

学
生
以
上　

部
門
／
時
間　

小
・
中
学
生
の
部
／
3
分
以
内

（
約
８
０
０
字
）、
高
校
生
以
上
一
般
の
部
／
5
分
以
内（
約

1
千
字
）　

賞　

各
部
門
上
位
入
賞
者
3
人
に
賞
状
と
図

書
カ
ー
ド
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、
多
数
賞
あ
り　

審
査
方
法　

第
一
次
書
類
審
査
合
格
者
を
対
象
に
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会

場
で
ス
ピ
ー
チ
を
審
査　

そ
の
他　

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
「
東

三
河
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
来
年
1
月
22
日
㈰

に
豊
川
市
で
開
催
予
定
）の
予
選
会
も
兼
ね
ま
す　

申
し
込

み　

10
月
22
日（
必
着
）ま
で
に
原
稿（
原
則
、
日
本
語
※
ロ
ー

マ
字
も
可
）と
申
込
書
を
豊
橋
市
国
際
交
流
協
会
※
申
込
書

は
豊
橋
市
国
際
交
流
協
会
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

■
国
際
交
流
フ
ォ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
写
真

テ
ー
マ　

一
枚
の
写
真
で
世
界
と
つ
な
が
る　

対
象　

ア
マ

チ
ュ
ア
の
方　

作
品　

白
黒
・
カ
ラ
ー
。
Ａ
４（
２
１
０
㎜
×

２
９
７
㎜
）以
上
、
四
つ
切（
２
５
４
㎜
×
３
０
５
㎜
）以

内
。
自
作
・
未
発
表
の
作
品
で
1
人
3
点
ま
で　

賞　

優
秀

賞
6
点
／
賞
状
と
図
書
カ
ー
ド
5
千
円
分
、
入
賞
10
点
／
賞

状
と
図
書
カ
ー
ド
2
千
円
分　

そ
の
他　

当
日
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
会
場
で
作
品
を
展
示
し
、
そ
の
後
、
国
際
協
力
市
民
サ

ロ
ン
Ｐパ

ル
ａ
ｌ
で
も
展
示
。
入
選
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰

属
。
選
外
の
作
品
は
展
示
後
、
返
却
可（
返
却
希
望
の
場
合

は
、
応
募
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）　

申
し
込
み　

10
月

22
日（
必
着
）ま
で
に
裏
面
に
応
募
用
紙
を
貼
っ
た
作
品
を
豊

橋
市
国
際
交
流
協
会
※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

［
共
通
事
項
］問
い
合
わ
せ　

豊
橋
市
国
際
交
流
協
会（
〒

440-

０
８
８
８
駅
前
大
通
二      

丁
目
33-

１
開
発
ビ
ル
3
階
☎

55
・
３
６
７
１

 

55
・
３
６
７
４ 

tiea@
tcp-ip.or.jp

）

	

と
よ
は
し
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
の

	

出
場
者
・
作
品
を
募
集
し
ま
す

募
　
　
　
集
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情
報
あ
れ
こ
れ

肝
炎
と
は
、
肝
臓
の
細
胞
に
炎
症
が
起
こ
り
、
肝

臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
病
気
で
す
。
感
染
し
て
も

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
肝か

ん
こ
う
へ
ん

硬
変
や
肝
が
ん

に
移
行
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
検
査
で
早
期
発
見
し
て
適
切
な
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
だ
一
度
も
検
査
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
る
場
合

◦
40
歳
の
方
は
4
月
下
旬
に
お
送
り
し
た
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
票（
は
が
き
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い

◦
過
去
に
検
査
を
受
け
て
い
な
い
41
歳
以
上
の
方

ま
た
は
今
年
度
の
特
定
健
康
診
査
な
ど
の
肝

機
能
検
査
で
異
常
の
あ
っ
た
41
歳
以
上
の
方
は
、

健
康
増
進
課（
☎
39
・
９
１
３
６
）に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

◦
上
記
以
外
の
方
は
健
康
政
策
課（
☎
39
・
９
１

０
４
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
保
健
所
・
保
健
セ
ン
タ
ー（
中
野
町
字
中
原

　
「
ほ
い
っ
ぷ
」内
）で
検
査
を
受
け
る
場
合

と
き　

毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
30
分
～
3
時（
受

付
時
間
）　

検
査
結
果
の
通
知　

採
血
終
了
か
ら

約
1
時
間
後
※
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
お
い

て
精
密
検
査
が
必
要
な
場
合
は
約
1
週
間
後

［
共
通
事
項
］そ
の
他　

受
診
方
法
や
対
象
者
に
よ

り
実
施
期
間
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
本
紙
5
月

1
日
号
と
同
時
配
布
の
「
保
健
衛
生
事
業
の
ご
案

内
」17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｂ
型
お

よ
び
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
に
は
一
部
助
成
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

問
い

合
わ
せ　

健
康
政
策
課（
☎
39
・
９
１
０
４
）

	

7
月
28
日
は
世
界
肝
炎
デ
ー

	

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
無
料
）を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
！

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

情報あれこれ
	定時制・通信制高等学校
合同説明会

とき：7月31日㈰午後1時30分～4時（予
定）　ところ：保健所・保健センター（中
野町字中原「ほいっぷ」内）　対象：不登
校や中途退学などで進路先について悩

んでいる中・高校生と保護者、教員など　

内容：定時制・通信制高等学校の概要
説明、豊橋・豊川・田原市などの高等

学校の個別ブースによる相談会　問い
合わせ：こども家庭課（☎51・2855）

	夏休み期間中の土曜日は
中央図書館の開館時間を延長します

とき：7月23日～8月27日の土曜日午前
9時30分～午後7時（通常の土曜日は午

後5時まで）　その他：向山・大清水図
書館の開館時間は変更ありません　問
い合わせ：中央図書館（☎31・3131）

	「柿の里バス」「かわきたバス」
小学生無料キャンペーン

とき：7月19日㈫～8月31日㈬　内容：
期間中、小学生は①柿の里バス②かわ

きたバスを無料で乗車できます（①は同

伴者1人の運賃も無料）　問い合わせ：
都市交通課（☎51・2620）

	来年の成人式は
1月8日㈰に開催します

豊橋市と各校区社会教育委員会（または

自治会）が共同で開催する平成29年成

人式は、各小学校区単位で1月8日㈰

に行います（一部中学校区）。

対象：次の全てに該当する方①平成8年
4月2日～平成9年4月1日生まれ②市

内在住、または現在他の市町村に居住

しており、豊橋市の成人式に出席を希

望する※各校区社会教育委員会が10月

まで新成人該当者の成人式への参加確

認調査を行います　問い合わせ：生涯学
習課（☎51・2849）※なるべく9月下旬ま

でにお問い合わせください

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
活
性
化
な

ど
を
推
進
す
る
た
め
、
大
会
参
加
国
・
地

域
と
人
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
交
流
を

図
る
地
方
公
共
団
体
の
こ
と
で
す
。

豊
橋
市
で
は
、
産
業
・
文
化
の
つ
な
が
り

が
強
い
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
、
市
民
交

流
の
つ
な
が
り
が
強
い
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和

国
を
相
手
国
と
し
て
関
係
者
と
の
調
整
を

重
ね
、
国
へ
の
申
請
を
経
て
6
月
14
日
に

登
録
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
相
手
国
と
、
事
前
合
宿
の
誘
致
を

は
じ
め
ス
ポ
ー
ツ
交
流
や
文
化
交
流
の
活

発
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

（
☎
51
・
２
１
７
９
）

豊
橋
市
が
ド
イ
ツ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ
ま
し
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
通
信

ドイツ

リトアニア

支
援
・
医
療
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相
　
　
　
談

募
　
　
　
集

情
報
あ
れ
こ
れ

楽
し
む
・
学
ぶ

支
援
・
医
療

楽
し
む
・
学
ぶ

情
報
あ
れ
こ
れ

豊橋市の人口と世帯
（平成 28 年 6月1日現在）

●人口　378,089 人（前月比 42 人増）
　　　 ［男189,785 人／女 188,304 人］
●世帯　153,847世帯（前月比100世帯増）
※このうち外国人は 14,338 人／ 7,214 世帯

今月の納税
国民健康保険税　第1期分
固定資産税　第2期分
納期限　8月1日㈪
早めにお近くの金融機関、ゆうちょ銀行・郵便局ま
たはコンビニエンスストア（バーコード印字のある
納付書のみ）で納めましょう。納税には手間のかか
らない口座振替の制度が便利です。
問い合わせ：納税課（☎ 51・2235）

豊橋市内の平成28年5月の交通事故（人身）
［　］は平成27年5月、（　）は平成28年の合計
●件数	 190 件	 ［210 件］	（	1,045 件）
●死者	 2 人	［　2 人］	（	　　4人）
●傷者	 236 人	［274 人］	（	1,260 人）
夜間の運転時はロービームとハイビームを
こまめに切り替えましょう。

参加料・受講料を明記していないものは無料、申し込みを明記していないものは不要です。
掲載記事のホームページについては、http://www.city.toyohashi.lg.jp/9045.htmからご覧いただけます。

　

わくわく活動ひろば
　　　　　　豊橋市では、みなさんからの寄附などによるトヨッキー基金（市民協働推進基金）から、社会に役立つ活動に市民協働推進補助

　　　　　　金を交付しています。この補助金によるNPOや自治会などの活動を紹介します。

み
な
と
塾

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
マ
の
働
き
方
応
援
隊　
豊
橋
学
級

トヨッキー基金への寄附は、随時受け付けしています。この基金への寄附は税金の優遇措置があります。
詳しくは市民協働推進課（☎51・2483）

［寄附累計］
	　6,946,297円（平成19年度から）
	　　  39,016円（平成28年度受入分）

　

私
た
ち
は
、
前
芝
地
域
の
活
性
化
と
三
河
湾
お
よ
び
豊と

よ
が
わ川

の
環
境
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
15
年
か
ら
活
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
昔
の
写
真
を
集
め
て
の
今
昔
写
真
展
・
昔
の
海

苔
の
道
具
づ
く
り
体
験
会
・
前
芝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
開
催

や
、
豊
川
の
源
流
を
た
ず
ね
る
会
、
海
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
、
環
境

学
習
会
の
実
施
、
保
育
園
・
小
学
校
の
浜
遊
び
の
応
援
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
機
関
紙
「
み
な
と
塾
」を
発
行

し
、
郷
土
の
歴
史
・
出
来
事
な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
市
民
協
働
推
進
補
助
金（
く
す
の
き
補
助
金
）で
前
芝

町
の
豊
川
放
水
路
の
堤
防
に
灯と

う

籠ろ
う

を
並
べ
る
「
前
芝
川
灯
ろ
う

ま
つ
り
」
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
灯
ろ
う
ま
つ
り
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
地
域
に
定
着
す
る
よ
う
、
今
年
も
補
助
金
を

活
用
し
8
月
12
日
㈮
・
13
日
㈯
午
後
7
時
～
9
時
に
、
豊
川
放

水
路
堤
防
の
ほ
か
青
年
団
の
盆
踊
り
会
場
の
前
芝
公
園
へ
も
灯

籠
を
並
べ
、
盆
踊
り
と
と
も
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
会
、
青
年
団
、
消
防
団
な
ど
の
ほ
か
、
学
校
、
保
育
園

と
も
連
携
し
、
地
域
全
体
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
、
将
来
的

に
は
他
地
域
と
も
連
携
し
、
こ
の
灯
ろ
う
ま
つ
り
が
豊
橋
の
夏
の

風
物
詩
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

み
な
と
塾　
加
藤（
☎
32
・
１
９
２
７
）

　

私
た
ち
の
会
は
「
子
育
て
中
が
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
働
き
方
を

作
り
、
活
動
を
通
し
て
無
縁
社
会
の
解
消
を
目
指
し
た
い
」
と

の
思
い
か
ら
神
戸
市
で
発
足
し
、
平
成
25
年
6
月
か
ら
豊
橋
市

で
も
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

豊
橋
市
で
の
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
26
組
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と

母
親
が
一
緒
に
教
育
機
関
や
高
齢
者
施
設
を
訪
問
し
、
赤
ち
ゃ

ん
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
命
の
大
切
さ
や
癒い

や

し
を
伝
え
る
活

動
「
赤
ち
ゃ
ん
先
生
ク
ラ
ス
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ

ス
を
受
講
し
た
生
徒
か
ら
、「
親
が
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
お

か
げ
で
今
の
自
分
が
あ
る
。
自
分
も
友
達
を
も
っ
と
大
切
に
し

よ
う
と
思
う
」「
お
母
さ
ん
の
大
変
さ
が
分
か
り
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
市
民
協
働
推
進
補
助
金（
つ
つ
じ
補
助
金
）を
受
け
、

市
内
3
か
所
で
「
赤
ち
ゃ
ん
先
生
写
真
展
」を
開
催
し
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
先
生
の
写
真
を
通
し
て
命
の
大
切
さ
が
伝
わ
り
、
赤
ち
ゃ

ん
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■
赤
ち
ゃ
ん
先
生
写
真
展

と
き
／
と
こ
ろ　

7
月
19
日
㈫
～
31
日
㈰
／
ち
ろ
る
庵（
三
ノ

輪
町
）、
8
月
8
日
㈪
～
9
月
7
日
㈬
／
名
古
屋
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
高

師
店（
松
井
町
）、
10
月
3
日
㈪
～
9
日
㈰
／
コ
コ
ラ
ス
タ
ジ
オ

（
駅
前
大
通
一
丁
目
）

［
共
通
事
項
］問
い
合

わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

マ
マ
の
働
き
方
応
援

隊　
豊
橋
学
級（
 

akach
an
sen
sei.

toyohashi@
gm
ail.

com

）

地元住民などの協力で灯籠を並べるようす

赤ちゃん先生クラスのメンバー
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財
源
確
保
を
目
的
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
広
告
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は
広
告
主
に
帰
属
し
、
取
扱
商
品
等
に
つ
い
て
は
、
市
が
必
ず
し
も
推
奨
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
容
に
つ
い
て
は
直
接
広
告
主
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

全
面
広
告

高まるオリンピックムード！

リオデジャネイロオリンピックの各国出場選手が続々と決ま
り、オリンピック開幕まであと半月ほどに迫ってきました。ブラ
ジル人が約6,300 人住んでいる豊橋市にとっては、この夏一
層盛り上がりが見られそうですね。そして、4 年後の2020 年は
東京での開催。今号でも紹介したように、豊橋市はドイツとリ
トアニアのホストタウンとして登録され、今後一層、交流の深
まりが期待されます。今年のオリンピックは両国にも注目して
見てみたいと思います。　　　　　　　　　 　　　（竹田）

7.15

   豊
橋

市
役

所

〒
440−8501今

橋
町

1番
地

　
代

表
 ☎（

0532）51・
2111

編 後集 記

編
集

・
発

行（
毎

月
1日

・
15日

）
広

報
広

聴
課

 ☎
51・

2165    
56・

5711
http://w

w
w

.city.toyohashi.lg.jp/

6月15日号　お詫びと訂正
4 ページの平成 27 年度財政公表「これが豊橋市の財産で
す」内で、土地について「8,169,520㎡（0.2％増）」とある
のは、正しくは「8,181,100㎡（0.3％増）」でした。
お詫びして訂正します。


